
長太貉譚の伝承と展開をめぐって : 記録と説教化

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/23713URL



１

「
長
太
居
る
か
。
居
る
が
何
じ
ゃ
。
一
一
一
年
先
の
夫
の
か
た
き
】
と
い
う
童
謡

（
注
ｌ
）

が
、
金
沢
で
も
明
摘
の
初
め
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
に
記

仙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
語
句
が
、
泉
鏡
花
の
傑
作
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
山

一
紬
２
）

海
評
判
記
』
の
‐
中
に
も
、
牝
絡
の
繰
り
返
し
の
呪
詞
（
ま
た
は
歌
か
）
と
し
て

採
鍬
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
如
く
、
『
山
海
評
判
記
」
は
奥
能
登
地
方
に
お
い

て
、
鼓
も
広
範
に
好
ん
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
長
太
諮
」
識
を
素
材
と
し
た
作

仙
で
あ
る
。
右
の
文
句
は
、
元
来
、
夫
の
籍
を
木
挽
き
の
長
太
に
殺
害
さ
れ
た

絡
の
変
が
、
木
挽
き
小
屋
の
長
太
を
誘
い
出
そ
う
と
す
る
際
の
問
答
で
あ
る
。

恐
ら
く
比
間
伝
承
の
語
り
の
一
節
が
そ
の
ま
ま
歌
謡
化
さ
れ
、
謡
わ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
遺
憾
な
が
ら
私
は
鏡
花
文
学
研
究
の
門
外
樅
で
あ

る
。
従
っ
て
、
「
山
海
評
判
記
」
と
長
太
絡
揮
と
の
関
わ
り
を
考
究
す
る
手
立

を
、
現
時
点
に
お
い
て
は
生
憎
と
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
に
、
こ
の

問
迦
の
解
明
は
他
日
を
期
し
た
い
と
碁
え
て
い
る
。
今
、
管
見
に
入
っ
た
長
太

（
枕
３
｝

一
別
’
一

｛
幣
祇
５
－

輪
刎
州
の
盗
料
と
し
て
は
、
『
加
刎
以
藩
史
料
』
・
「
鳳
至
郡
誌
』
・
『
西
保
村
史
』

・
尺
保
川
年
縦
が
系
仏
本
、
・
古
と
の
語
っ
た
昔
話
、
伝
説
・
鏑
木
勢
岐
氏
の
『

｜
肱
０
）

我
が
郷
土
の
堆
祇
伝
脚
」
・
典
伜
が
澁
高
寺
（
輪
肪
市
大
沢
町
）
住
職
の
説
教
等

が
〃
す
る
。

長
太
狢
講
の
伝
承
と
展
開
を
め
ぐ
っ
て

Ｉ
記
録
と
説
教
化
Ｉ

か
っ
て
、
翁
蝋
児
孫
が
共
に
暖
を
炬
燵
に
取
っ
て
い
た
頃
の
話
題
は
、
「
桃

（
加
７
｝

太
郎
に
非
ず
ん
ば
、
必
こ
の
長
太
絡
た
り
し
な
り
」
と
い
わ
れ
、
著
名
な
民
麺
岬

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
評
価
は
現
今
に
お
い
て
も
不
変
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
長
太
絡
識
を
民
俗
学
の
立
場
か
ら
妓
初
に
取
り
上
げ
た
の
は
長
岡
博
男
氏

で
あ
り
、
氏
は
昭
和
三
十
四
年
九
月
、
加
能
民
俗
の
会
第
百
回
例
会
に
お
い
て

「
長
太
絡
話
の
展
開
」
と
題
し
て
研
究
発
表
さ
れ
た
。
が
こ
の
内
容
に
つ
い
て

は
今
日
不
詳
で
あ
る
。
次
い
で
、
小
倉
学
博
士
が
昭
和
四
十
年
七
月
「
能
登
の

（
柾
：
）

民
俗
」
に
お
い
て
、
「
長
太
ム
ジ
ナ
の
話
」
を
能
登
の
民
話
を
代
表
す
る
も
の

と
し
て
挙
げ
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
天
保
四
年
の
記
録
（
伝
本
）
に
よ
っ
て
、

話
の
筋
の
大
様
を
記
述
し
て
お
ら
れ
る
。

古
来
、
輪
島
周
辺
を
中
心
に
人
口
に
贈
炎
し
て
い
た
長
太
絡
識
は
、
現
今
に

お
い
て
驚
く
ほ
ど
加
賀
・
能
登
の
各
地
に
昔
話
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

極
言
す
れ
ば
、
伝
説
の
昔
話
化
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、

更
に
長
岡
・
小
な
両
氏
の
御
研
究
を
端
緒
と
し
て
、
小
考
は
長
太
絡
講
を
め
ぐ

る
諸
問
題
、
特
に
仏
承
と
展
開
等
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
論
述
し
た
い
と
思

言
７
。

藤
島
秀
隆

６



２

七
尾
線
輪
島
駅
前
か
ら
北
鉄
バ
ス
対
澱
、
ｈ
允
岬
行
き
に
乗
り
、
外
浦
の
海

岸
沿
い
に
約
五
○
分
。
強
風
や
波
し
ぶ
き
を
防
ぐ
た
め
の
間
垣
が
民
家
の
周
囲

を
囲
ん
で
い
る
。
こ
こ
が
長
太
絡
證
の
舞
台
、
大
沢
町
（
輪
島
市
）
で
あ
る
。

こ
の
話
の
初
出
と
思
わ
れ
る
記
録
が
藩
庁
の
届
書
で
あ
る
。
文
化
四
年
二
八

○
七
）
十
二
月
、
鳳
至
郡
大
沢
村
の
百
姓
五
左
衛
門
の
弟
で
長
太
と
い
う
木
挽

が
二
十
七
歳
の
時
、
山
中
で
老
絡
と
格
闘
し
て
退
摘
し
た
と
い
う
闘
争
識
が
詳

細
に
物
語
的
に
記
録
し
て
あ
る
。
『
加
賀
藩
史
料
』
文
化
五
年
二
八
○
八
）

正
月
の
条
に
「
鳳
至
郡
大
沢
村
の
長
太
、
老
狸
を
殺
し
た
る
こ
と
を
届
出
づ
」

と
項
目
が
記
さ
れ
、
次
い
で
届
書
の
内
容
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
加
輿
藩
士

一
桃
９
｜

津
田
政
隣
の
編
著
『
政
隣
記
』
の
抄
録
が
そ
れ
で
あ
る
。
届
書
の
全
文
を
引
用

す
る
に
は
長
文
過
ぎ
る
の
で
、
そ
の
大
要
を
左
に
示
す
。
（
な
お
、
「
鳳
至
郡

誌
』
に
は
、
『
成
瀬
氏
旧
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
政
隣
記
』

の
記
事
と
比
べ
て
全
般
的
に
同
文
で
あ
る
。
『
成
瀬
氏
旧
記
』
は
藩
の
人
持
組

に
属
し
た
成
瀬
氏
の
所
蔵
文
書
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）
長
太
二
十
七
歳
の
時
の
事
件
と
し
て
記
し
て
あ
る
。
し
か
る
に
、

末
尾
に
は
辰
五
月
（
文
政
五
年
）
と
あ
る
が
、
「
政
」
は
「
化
」
の
誤
記
と
思

わ
れ
る
。
文
化
近
年
は
戊
辰
、
文
政
五
年
は
壬
午
の
年
で
あ
る
。
文
化
五
年
か

ら
算
え
て
十
四
年
後
が
文
政
五
年
に
当
る
。
）

『
政
隣
鼬
』
及
び
「
成
榊
氏
旧
記
」
記
紋
の
藩
庁
の
届
書
は
、
藩
の
役
人
が

廷
太
か
ら
幾
件
の
状
況
に
つ
い
て
聴
取
し
た
と
い
う
体
裁
を
備
え
て
い
る
。

①
文
化
四
年
十
二
月
十
四
日
夜
五
つ
半
こ
ろ
に
長
太
の
寝
泊
る
稼
小
屋
の
外
か
ら

呼
ぶ
者
が
い
る
。

其
許
母
急
病
指
発
り
、
敢
早
命
之
礎
も
難
計
峡
間
、
此
方
と
致
同
道
早

速
怖
候
様
、
人
声
に
不
述
中
間
峡
に
付
、
長
太
涛
仮
者
、
縦
に
峡
俄
、
母

い
か
様
之
病
に
候
哉
与
尋
候
処
、
其
答
は
不
申
、
頻
に
前
之
通
申
聞
候
に

付
、
定
而
狐
狸
之
所
為
と
存
。
（
傍
線
筆
者
に
よ
る
。
）

長
太
は
「
健
気
者
」
で
あ
り
、
少
し
も
怖
れ
ず
屋
外
に
出
な
か
っ
た
。
夜
明

け
に
早
速
帰
宅
し
母
に
尋
ね
る
と
「
母
気
分
少
も
相
替
儀
無
御
座
侯
」
で
あ
っ

た
の
で
、
長
太
は
重
ね
て
狐
狸
の
仕
業
と
思
う
の
で
あ
る
。

②
十
五
日
、
仕
事
を
終
え
稼
小
屋
で
休
息
し
て
い
た
夜
六
つ
こ
ろ
に
前
夜
の
通

り
呼
ぶ
声
が
す
る
。
返
答
せ
ず
無
視
し
て
い
る
と
、
今
夜
は
其
方
を
捻
り
殺
し

て
や
る
か
ら
屋
外
へ
出
ろ
と
い
う
。

③
暫
時
待
て
と
申
し
入
れ
て
か
ら
、
経
な
く
小
屋
の
入
口
に
懸
け
置
い
た
筵
を

引
き
破
り
、
怪
物
が
首
を
覗
か
せ
た
。
そ
の
正
体
は
「
面
躰
薄
黒
く
、
眉
目
如

人
に
し
て
、
几
丈
六
・
七
尺
計
も
有
之
腿
之
人
形
な
る
者
」
で
あ
っ
た
。

④
心
中
で
は
大
い
に
購
い
た
が
、
素
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
思
案
し
た
。
「
狐
狸
之

我
を
欺
き
、
容
躰
を
変
じ
参
候
に
は
相
違
」
な
い
と
確
信
を
高
め
、
斧
を
脇
に

置
き
、
た
ば
こ
を
存
ん
で
い
た
と
こ
ろ
へ
怪
物
が
飛
び
込
ん
で
来
た
。
い
つ
の

間
に
か
小
屋
の
外
へ
連
れ
出
さ
れ
た
。
怪
物
は
大
き
な
る
者
で
あ
り
、
長
太
は
、

組
み
伏
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

⑤
夜
明
け
に
な
っ
て
隙
を
見
て
斧
を
打
ち
込
み
、
怪
物
に
二
カ
所
の
疵
を
負
わ

せ
追
い
払
っ
た
。
家
人
は
帰
宅
し
た
長
大
の
顔
色
、
容
貌
、
口
調
が
尋
常
で
な

い
と
売
薬
を
服
用
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
正
気
に
戻
っ
た
。
長
太
は
、
怪
物
と
闘
争

し
た
こ
と
を
物
語
っ
た
。
そ
の
後
、
長
太
は
何
と
な
く
物
事
に
驚
き
、
夜
中
に

狂
気
の
如
く
叫
ぶ
状
態
が
続
い
た
が
、
医
師
の
介
抱
に
よ
り
快
復
し
た
。

⑥
十
一
一
月
二
十
七
日
、
怪
獣
の
屍
骸
が
隣
村
西
二
又
枝
村
せ
り
け
の
百
姓
九
郎

三
郎
の
物
置
売
小
屋
の
内
で
発
見
さ
れ
た
。
長
け
五
尺
余
の
怪
獣
が
右
の
尻
足

と
咽
の
下
に
斧
疵
を
各
一
カ
所
被
っ
て
い
た
。
先
夜
長
太
が
組
み
留
め
た
狸
に

相
違
な
か
っ
た
の
で
、
彼
は
皮
等
を
剥
ぎ
取
っ
て
持
ち
帰
り
、
乾
し
上
が
っ
た

皮
の
長
さ
は
五
尺
三
寸
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

物
語
的
要
素
の
濃
厚
な
こ
の
届
書
は
、
大
別
す
る
と
前
半
は
怪
物
の
呼
び
櫛

７



け
と
そ
れ
に
伴
う
闘
争
繩
、
後
半
は
怪
獣
（
正
体
は
狸
）
の
屍
骸
の
発
見
及
び

撚
皮
の
船
と
な
っ
て
い
る
。
全
般
的
に
木
挽
長
太
の
武
勇
が
強
調
さ
れ
、
そ
の

内
容
は
伝
奇
的
形
式
を
強
く
採
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
藩
庁
へ
の
届
出
は
む

や
み
に
伝
奇
を
報
告
し
な
い
の
が
通
例
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
も
重
要
な
記
事

は
、
届
書
の
末
尾
に
「
右
御
算
用
場
へ
、
皮
相
添
及
届
候
由
承
に
付
記
之
」
と

記
さ
れ
た
事
項
で
あ
る
。
退
摘
し
た
狸
の
皮
を
藩
の
御
算
用
場
へ
証
拠
品
と
し

て
提
出
し
、
届
出
た
の
を
聞
い
た
の
で
委
細
を
書
き
留
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
届
書
の
背
景
に
は
、
怪
獣
退
治
へ
の
称
賛
も
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
退
治
し

た
狸
の
皮
を
藩
侯
の
上
覧
に
供
し
た
い
と
い
う
意
図
が
、
長
太
及
び
藩
吏
の
両

方
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
。
当
然
、
皮
の
献
上
と
い
う
意
向
も
存
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
極
論
す
れ
ば
、
藩
吏
か
ら
老
臣
を
経
て
藩
侯
の
上
覧
（
ま
た

は
献
上
）
と
い
う
過
程
と
経
緯
が
届
書
の
段
階
で
意
識
的
に
削
除
さ
れ
た
と
理

会
し
た
い
。
因
に
、
後
に
一
般
に
流
布
し
た
記
録
（
後
述
）
に
よ
る
と
、
退
淌

し
た
路
（
狸
で
は
な
い
）
の
皮
の
長
さ
五
尺
三
寸
、
幅
一
一
尺
八
寸
も
あ
り
、

藩
の
御
算
用
場
に
提
出
し
て
、
藩
侯
の
上
覧
を
経
て
、
著
名
な
老
臣
（
加
賀
藩

の
老
臣
八
家
の
一
コ
村
井
氏
が
購
入
し
た
と
あ
る
。

届
書
に
お
け
る
次
の
問
題
は
、
怪
物
の
正
体
が
狸
と
判
明
す
る
の
は
屍
骸
を

検
分
し
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
太
は
稼
小
屋
の
外
か
ら
呼
ぶ
正
体
不
明

の
怪
物
を
再
三
に
渡
り
狐
狸
の
仕
業
と
察
知
し
て
い
る
人
物
と
し
て
記
録
さ
れ

て
い
る
。
怪
物
は
日
没
か
ら
出
現
し
て
長
太
を
悩
ま
し
、
夜
明
け
に
な
る
と
姿

を
晦
ま
す
。
致
命
傷
を
負
っ
た
の
も
払
暁
で
あ
る
。
山
中
に
お
い
て
人
間
に
類

似
し
た
異
常
な
者
と
の
出
合
い
證
は
、
昔
話
の
世
界
で
主
役
と
し
て
登
場
す
る

動
物
の
妖
怪
識
と
類
似
し
て
い
る
。
民
俗
学
で
は
、
妖
怪
は
一
応
そ
の
出
現
の

場
所
に
よ
っ
て
便
宜
上
、
Ｈ
山
の
怪
、
口
路
傍
の
怪
、
㈹
家
・
屋
敷
の
怪
、
側

海
上
・
海
中
・
海
岸
の
怪
、
印
川
の
怪
、
㈹
巡
回
す
る
怪
、
他
そ
の
他
の
怪
の

（
注
皿
）

七
種
に
分
類
し
て
い
る
。
当
然
、
届
書
は
山
の
妖
怪
識
で
あ
り
、
例
、
え
ば
関
敬
吾

（
注
皿
）

氏
の
『
日
本
竺
曰
話
集
成
』
の
些
曰
話
の
型
を
仮
に
適
用
さ
せ
る
と
、
「
愚
な
動

３

さ
て
、
『
政
隣
記
」
記
載
の
文
化
五
年
の
届
書
か
ら
一
一
十
六
年
後
の
天
保

四
年
（
’
八
一
一
一
三
）
、
長
太
四
九
歳
の
年
の
談
話
を
記
し
た
記
録
が
大
沢
村
の
十

村
役
筒
井
家
に
あ
り
、
そ
の
伝
本
が
一
般
に
流
布
し
て
お
り
、
異
本
も
存
在
す

〈
挑
吃
）

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
‘
わ
、
私
は
長
太
の
実
話
を
記
録
し
た
筒
井

家
蔵
記
録
と
異
本
は
未
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
録
し
た
文
書
の
写
本
が
大
沢

の
橋
爪
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
表
題
に
は
「
大
正
十
一
年

十
月
一
一
一
十
日
長
太
絡
之
記
鳳
至
郡
西
保
村
字
大
沢
橋
爪
長
三
郎
」
と
墨

書
し
て
あ
る
。
写
本
一
冊
、
美
濃
紙
袋
綴
、
縦
二
四
・
五
糎
、
横
十
六
・
五
糎
、

丁
数
は
一
一
十
二
丁
、
本
文
は
一
面
十
二
行
、
奥
付
に
は
「
天
保
四
癸
巳
秋
書
之
」

と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
系
統
の
写
本
（
伝
本
）
を
、
私
は
天
保
四
年
筆
写
系
伝

本
（
以
下
、
伝
本
と
記
す
）
と
呼
称
し
た
い
。
何
故
に
長
太
は
二
十
六
年
間
も

自
己
の
体
験
談
を
克
明
に
語
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
周
囲
も
筆

録
し
な
か
っ
た
と
い
う
単
純
な
疑
問
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
疑
念
に
対
し
、

伝
本
に
は
筆
録
の
動
機
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
長
太
が
籍
を
殺

し
て
名
を
海
内
に
挙
げ
た
こ
と
を
称
賛
し
、
長
太
の
物
語
の
顛
末
を
記
し
て
筒

（
注
皿
〉

井
家
の
記
録
と
し
て
置
き
た
い
。
文
化
の
始
め
頃
に
籍
の
記
録
な
る
●
も
の
が
存

在
し
た
が
、
そ
の
後
紛
失
し
た
。
そ
こ
で
天
保
四
つ
の
年
夜
長
の
頃
に
長
太
を

筒
井
家
に
招
き
、
（
十
村
役
の
筒
井
某
が
）
長
太
と
膝
組
み
合
わ
せ
て
、
話
の

始
末
を
問
い
窮
め
た
と
記
し
て
い
る
。
筒
井
家
の
当
主
に
よ
る
聞
き
書
き
と
い

う
体
裁
で
あ
る
が
、
長
太
の
談
話
を
実
話
と
想
定
し
た
場
合
、
こ
の
当
主
は
筒

（
注
Ⅱ
）

井
家
系
誕
胴
に
よ
る
と
、
十
代
内
記
成
功
（
天
保
十
年
十
月
没
）
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
大
沢
の
霊
高
寺
住
職
、
稲
垣
秀
海
師
の
説
教
「
長
太
絡
」
に
よ
る
と
、

物
」
識
の
範
囑
に
属
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
点
か
ら
勘
考
す
れ
ば
、
届

書
の
中
に
は
、
昔
話
「
愚
な
動
物
」
識
的
要
素
の
投
影
が
認
め
ら
れ
る
。
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筒
丼
げ
ん
の
じ
よ
う
（
源
之
丞
か
）
と
い
う
当
主
が
、
長
太
郎
を
呼
ん
で
毎
夜

語
ら
せ
、
そ
れ
を
聞
き
書
き
し
た
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。

（
恥
祇
応
一

伝
本
に
よ
る
大
要
を
記
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
文
化
の
頃
、
鳳
至
郡
七
浦
の
庄
大
沢
村
の
百
姓
五
左
衛
門
の
弟
に
長
太
と
い

う
木
挽
が
い
た
。
文
化
四
年
長
太
二
十
一
一
一
歳
の
時
、
芹
池
村
の
太
郎
一
一
一
郎
・
助

右
衛
門
ら
所
有
の
松
林
を
買
い
受
け
、
同
年
十
一
月
六
日
之
を
伐
採
す
る
た
め

山
へ
入
る
（
中
略
。
届
書
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
増
補
・
潤
色
が
顕
著
。
）

こ
の
狢
の
皮
の
長
さ
五
尺
一
一
一
寸
、
幅
二
尺
八
寸
も
あ
り
、
藩
の
御
算
用
場
に

提
出
し
て
、
藩
侯
の
上
覧
を
経
た
後
、
老
臣
村
井
氏
が
購
入
し
医
師
坂
元
信
老

に
与
え
た
。
牙
の
長
さ
は
三
寸
一
分
で
そ
の
先
は
鋭
く
な
く
、
す
り
こ
ぎ
状
を

し
て
い
た
。
こ
れ
は
郡
奉
行
菅
野
兵
左
衛
門
、
高
田
弥
左
衛
門
に
贈
る
。

②
此
事
が
あ
っ
て
か
ら
五
年
後
の
文
化
八
年
五
月
、
長
太
は
大
沢
よ
り
一
里
余

り
離
れ
た
大
平
谷
で
、
朋
友
長
右
衛
門
と
共
に
炭
焼
を
し
て
い
た
が
、
九
月
長

右
衛
門
は
家
に
帰
り
、
長
太
の
み
残
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
十
三
日
の
夜
半
に

山
中
大
い
に
震
動
し
て
、
相
次
い
で
種
々
の
怪
異
が
あ
っ
た
。
二
十
六
日
蟇
六

つ
頃
、
年
齢
十
八
、
九
の
美
女
が
空
色
地
に
裾
模
様
の
あ
る
綿
入
を
着
て
、
兼

一
房
染
の
胴
着
を
重
ね
、
晒
し
木
綿
の
手
拭
を
ゆ
る
や
か
に
被
り
、
静
か
に
小
屋

に
来
て
長
太
に
い
う
に
は
、
「
我
が
夫
、
汝
が
昼
夜
の
別
な
く
山
中
を
往
来
す

る
の
を
悪
み
、
汝
を
除
か
ん
と
し
た
が
か
え
っ
て
汝
の
た
め
に
一
命
を
失
っ
た
。

我
は
当
時
播
磨
に
い
て
変
事
を
知
ら
な
か
っ
た
。
我
は
芹
池
山
字
ワ
カ
サ
に
出

生
し
て
千
七
百
年
を
経
て
い
る
。
今
夫
の
た
め
響
を
報
い
ん
と
し
て
こ
こ
に
帰

っ
て
来
た
の
だ
」
と
い
い
残
し
て
退
去
す
る
。
そ
れ
か
ら
長
太
の
山
小
屋
に
連

夜
現
わ
れ
害
を
加
え
よ
う
と
し
た
。
長
太
は
大
沢
に
帰
り
、
殿
前
某
に
頼
み
観

音
の
御
守
り
（
護
符
）
を
得
て
、
常
に
首
に
掛
け
た
る
と
こ
ろ
、
牝
絡
は
遂
に

素
志
を
果
す
こ
と
が
出
来
ず
、
長
太
に
請
う
て
亡
夫
の
法
会
を
営
ん
で
も
ら
っ

た
。
長
太
は
霊
高
寺
に
お
い
て
住
僧
を
招
き
仏
事
を
営
ん
だ
と
こ
ろ
、
参
詣
人

は
堂
に
満
ち
、
そ
の
夜
怪
女
は
長
太
の
寝
室
に
現
わ
れ
涙
を
浮
か
べ
深
謝
し
て

去
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
藩
庁
に
お
け
る
届
書
（
『
政
隣
記
」
等
）
と
伝
本
と
の
若
干
の
相
違
に

つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

第
一
に
伝
本
で
は
、
木
挽
を
業
と
す
る
長
太
が
一
一
十
三
歳
の
時
の
実
話
と
し
、

前
半
の
怪
物
と
の
闘
争
識
で
は
届
書
の
「
狸
」
に
対
し
て
、
伝
本
で
は
八
百
年

を
経
た
老
絡
で
あ
る
。
長
太
が
夜
中
に
山
中
を
俳
個
し
て
邪
魔
す
る
の
は
許
せ

な
い
と
い
っ
て
大
格
闘
す
る
。
第
二
に
伝
本
は
老
絡
と
の
闘
争
識
の
後
に
付
録

的
記
事
と
し
て
、
絡
の
皮
の
行
方
が
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
三
と
し

て
、
伝
本
に
は
後
半
の
後
日
證
、
す
な
わ
ち
、
五
年
後
（
実
は
四
年
後
）
仇
討

ち
に
来
た
牝
絡
が
長
太
の
所
持
す
る
観
音
の
謹
符
の
た
め
に
、
本
懐
を
遂
げ
る

こ
と
が
叶
わ
ず
、
長
太
に
請
願
し
て
亡
夫
（
牡
絡
）
の
法
要
を
霊
高
寺
で
営
ん

で
も
ら
い
去
る
と
い
う
潤
色
さ
れ
た
付
加
識
が
あ
る
が
、
届
書
に
は
こ
の
後
日

證
は
全
く
な
い
。
第
四
に
届
書
で
は
長
太
の
人
物
像
が
不
詳
で
あ
る
が
。
伝
本

で
は
人
物
描
写
が
顕
著
か
つ
具
体
的
で
あ
る
。
容
貌
怪
偉
で
骨
太
で
身
長
五
尺

二
寸
に
満
た
ず
、
頬
は
広
く
庖
瘡
の
跡
が
ま
だ
ら
で
、
顔
色
は
赤
黒
く
、
髪
の

毛
は
油
を
用
い
ず
藁
な
ど
で
結
び
、
人
よ
り
酒
を
呑
み
強
勇
の
男
で
あ
る
。
深

山
幽
谷
も
深
夜
の
往
来
も
友
あ
る
が
如
し
の
状
態
な
の
で
、
古
絡
が
憎
み
殺
除

を
図
る
の
で
あ
る
。
第
五
と
し
て
、
伝
本
に
お
け
る
後
日
識
の
潤
色
は
、
長
太

の
身
を
守
っ
た
「
観
音
の
御
守
り
」
及
び
長
太
に
殺
害
さ
れ
た
牡
絡
の
霊
高
寺

住
僧
に
よ
る
盛
大
な
法
事
、
更
に
牝
絡
が
先
非
を
悔
い
て
姿
を
消
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
推
測
し
て
、
そ
の
背
景
に
先
ず
観
音
信
仰
霊
験
が
説
か
れ
て
い
る
。
次

い
で
、
観
音
の
御
守
り
を
長
太
に
与
え
た
殿
前
某
は
筒
井
家
の
番
頭
で
あ
り
、

彼
も
し
く
は
筒
井
家
が
観
音
信
仰
者
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
私
は
別
の
と
こ

ろ
で
後
日
證
は
霊
高
寺
の
観
音
信
仰
宣
布
に
よ
る
所
産
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
霊
高
寺
で
聴
聞
し
た
と
こ
ろ
住
職
の
稲
垣
秀
海
師
は
、
長

太
郎
に
六
字
の
名
号
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
を
魔
除
け
と
し
て
書
き
与
え
た
と
説

教
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
伝
本
の
後
日
證
は
、
霊
高
寺
の
僧
侶
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加
輌
風
・
能
登
に
は
狢
に
関
す
る
話
が
多
い
。
人
間
に
化
け
人
間
に
殺
さ
れ
る

絡
話
に
は
、
何
か
し
ら
愚
人
識
的
性
格
の
一
端
が
窺
え
る
。
長
太
絡
讃
が
奥
能

登
か
ら
加
賀
へ
広
く
流
布
し
た
事
由
は
、
藩
庁
の
届
書
、
著
名
な
老
臣
に
よ
る

狢
の
皮
の
購
入
、
更
に
は
木
挽
長
大
の
武
勇
調
が
庶
民
層
に
支
持
ざ
れ
愛
好
ざ

れ
伝
承
し
た
も
の
と
考
え
る
。
炉
辺
談
話
に
は
最
適
の
話
と
し
て
人
々
に
歓
迎

さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
語
り
手
が
聞
き
手
を
深
く
傾
聴
さ
せ
た
の
は
、
牝

絡
が
小
屋
の
中
の
長
太
を
誘
い
出
そ
う
と
「
長
大
居
る
か
」
「
居
る
が
何
じ
ゃ
」

「
三
年
先
（
ま
た
五
年
先
）
の
夫
の
敵
」
と
い
う
問
答
の
く
だ
り
で
あ
ろ
う
。

今
一
つ
牡
絡
と
長
太
と
の
大
格
闘
の
場
面
も
語
り
手
が
微
に
入
り
細
に
わ
た
っ

て
熱
弁
を
ふ
る
う
に
打
っ
て
付
け
の
条
と
言
え
る
。
今
管
見
に
よ
る
と
、
長
太

絡
證
の
「
昔
話
」
の
報
告
例
、
採
集
例
の
資
料
は
手
許
に
十
三
例
あ
る
。
記
録
、

伝
本
、
説
教
、
昔
話
と
い
う
伝
承
過
程
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
潤
色
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
異
伝
承
が
生
ま
れ
た
。
説
教
と
昔
話
の
詳
述
は
紙
幅
の
制
約
上
、
後

日
を
期
し
た
い
と
思
う
。

天
保
四
年
筆
写
系
伝
本
は
、
実
際
に
長
太
自
身
が
実
話
を
語
っ
た
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
何
本
か
の
伝
本
及
び
異
本
精
査
を
せ
ね
ば
断
言
は
出
来
な
い
が
、

一
つ
の
疑
問
が
絶
え
ず
脳
裏
を
去
来
す
る
の
で
あ
る
。
天
保
四
年
長
大
四
十
九

歳
の
時
の
談
話
と
さ
れ
る
聞
き
書
き
護
は
、
長
太
に
仮
托
し
た
何
者
か
が
語
っ

た
の
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

に
よ
る
布
教
の
た
め
の
「
語
り
物
」
と
し
て
の
色
彩
が
濃
厚
と
言
え
よ
う
。
更

に
浄
土
真
宗
の
影
響
が
強
く
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈
付
記
〉
本
稿
一
は
「
昔
話
伝
説
研
究
」
第
一
一
一
号
（
昭
和
四
十
八
年
三
月
）
収
載

の
拙
稿
「
能
登
の
昔
話
小
考
」
の
一
部
を
改
稿
し
、
遺
漏
を
補
填
し
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
昔
話
「
長
太
絡
」
に
つ
い
て
は
、
参
照
さ
れ
た
い
。

注
１
日
置
謙
編
『
改
訂
増
補
加
能
郷
土
辞
彙
」
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
、

北
国
新
聞
社
刊
）
の
長
太
絡
の
項
参
看
。

注
２
鏡
花
全
集
第
二
十
四
巻
参
照
。
「
山
海
評
判
記
」
は
昭
和
四
年
に
「
時

事
新
報
」
に
連
載
さ
れ
た
。
推
測
す
る
に
、
鏡
花
は
執
筆
に
際
し
て
大

正
十
三
年
一
一
一
月
刊
の
『
鳳
至
郡
誌
」
収
載
の
長
太
絡
讃
を
、
参
考
資
料

の
一
つ
に
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
全
集
「
七
年
前
の
夫
の
仇
」
。

注
３
前
田
育
徳
会
、
日
置
謙
編
『
加
賀
藩
史
料
』
第
十
一
編
（
昭
和
十
二

》
年
十
二
月
清
文
堂
出
版
刊
）
。

注
４
鳳
至
郡
役
所
刊
。
第
二
十
三
章
西
保
村
参
看
。

注
５
昭
和
一
一
一
十
五
年
十
一
月
輪
島
市
西
保
公
民
館
刊
。
第
三
章
参
看
。

注
６
昭
和
四
年
三
月
加
越
能
史
談
会
刊
。

注
７
前
掲
「
鳳
至
郡
誌
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
８
『
能
登
半
島
学
術
調
査
書
」
（
石
川
県
刊
一
九
六
五
）
の
第
七
部
を

参
照
さ
れ
た
い
。

注
９
文
化
十
一
年
没
、
五
十
九
歳
。
『
政
隣
記
』
（
外
題
『
政
卿
記
』
）

は
加
賀
藩
の
史
実
を
記
録
し
た
も
の
で
、
原
本
三
十
一
冊
は
金
沢
市
立

図
書
館
加
越
能
文
庫
所
蔵
で
あ
る
。

注
、
『
民
俗
学
辞
典
」
（
昭
和
三
十
八
年
七
月
東
京
堂
刊
）
に
拠
る
。

注
Ⅱ
全
三
部
六
巻
（
昭
和
四
十
七
年
四
月
角
川
書
店
刊
）
。
昔
話
の
型

は
第
三
部
笑
話
２
を
参
照
。

注
血
国
立
石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授
小
倉
学
博
士
の
ご
教
示
に

よ
る
。

注
迫
先
述
の
『
政
隣
記
』
・
「
成
瀬
氏
旧
記
」
の
記
録
の
如
き
、
藩
庁
の

届
書
と
同
文
的
な
も
の
を
筒
井
家
が
所
蔵
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は

長
太
か
ら
直
接
筒
井
家
が
聴
取
し
た
記
録
が
別
に
存
在
し
て
い
た
も
の

と
考
え
る
。

注
Ⅲ
『
加
能
郷
土
辞
彙
」
及
び
「
鳳
至
郡
誌
』
等
参
照
。

注
巧
『
鳳
至
郡
誌
』
・
「
西
保
村
史
』
等
を
参
照
。

（
金
沢
工
業
大
学
教
授
）
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